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最
終
年
度
を
迎
え
る
『
第
５
期
厚
岸
町
総

合
計
画
・
後
期
行
動
計
画
』お
よ
び『
厚
岸

町
未
来
創
生
総
合
戦
略
』
の
総
仕
上
げ
と

し
て
、
各
種
施
策
を
確
実
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
安
定
的
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
推
進
し
ま
す
。

む
す
び

　

私
た
ち
は
、
今
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
克
服

し
、
新
た
な
発
想
・
ア
イ
デ
ア
を
も
っ
て
、

厚
岸
町
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
『
温
故
知
新
』〝
故
き
を
温
ね
て
新
し
き

を
知
る
〞
中
国
の
思
想
家
・
孔
子
の
言
葉

で
す
。
過
去
の
歴
史
、
伝
統
を
も
う
一
度

考
え
直
し
て
現
代
に
生
か
す
新
し
い
発
想

を
持
っ
て
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
説
い
た

言
葉
で
す
。

　

町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
で
申
し
述
べ
た

と
お
り
、
厚
岸
町
は
２
０
２
０
年
に
、
町

制
施
行
１
２
０
年
を
迎
え
ま
す
。
私
た
ち

は
、
そ
の
歴
史
に
学
び
、
先
人
の
苦
労
に

感
謝
を
捧
げ
な
が
ら
、『
平
成
』の
そ
の
先

の
時
代
に
向
か
っ
て
、
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
厚
岸
町
の
明
日
を
、
共
に
切
り
拓

い
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
町
議
会
議
員

の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

平
成
31
年
度
の
町
政
執
行
に
当
た
っ
て
の
、

私
の
所
信
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

５
０
０
万
円
と
な
り
、
同
額
を
基
金
か
ら

取
り
崩
し
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
た

め
に
は
、
基
金
残
高
の
確
保
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
取
り
崩
し
た
基
金

を
年
度
内
に
可
能
な
限
り
積
み
戻
す
た
め

の
財
源
を
確
保
し
、
対
応
し
ま
す
。

　

現
時
点
で
国
は
、
２
０
２
１
年
度
ま
で

は
平
成
30
年
度
の
地
方
財
政
計
画
の
一
般

財
源
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
確
保
す

る
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
後
は
不
透

明
な
状
況
に
あ
る
た
め
、
今
後
の
地
方
財

政
計
画
を
よ
り
一
層
注
視
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
環
境
の
中
、
財
政
健

全
化
へ
の
取
り
組
み
を
今
後
に
お
い
て
も

緩
め
る
こ
と
な
く
継
続
し
、
計
画
期
間
の

訳
は
、
前
年
度
と
の
比
較
に
お
い
て
、
地

方
交
付
税
が
１
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と

な
る
一
方
で
、
交
付
税
の
振
り
替
え
財
源

と
な
る
臨
時
財
政
対
策
債
が
18
・
３
パ
ー

セ
ン
ト
の
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

地
方
税
や
地
方
譲
与
税
等
が
増
収
と
な
り
、

総
じ
て
、
一
般
財
源
総
額
を
確
保
し
た
と

す
る
内
容
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
新
年
度
の

一
般
会
計
予
算
案
は
、
約
１
１
７
億
６
２

０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
24
・

２
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
22
億
９
３
０
０
万
円

の
増
で
す
。

　

歳
入
予
算
は
、
町
税
は
昨
年
に
引
き
続

き
好
調
な
収
入
を
見
込
め
る
と
し
て
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
の
約
10
億
４
３
０
０
万
円

を
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
は
、

前
年
度
と
同
額
の
２
億
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
交
付
税
は
、
国
か
ら
示
さ

れ
た
単
位
費
用
や
本
町
独
自
の
基
礎
数
値

な
ど
に
よ
り
交
付
税
額
を
算
定
し
、
こ
れ

を
踏
ま
え
前
年
度
よ
り
も
約
３
４
０
０
万

円
増
の
約
33
億
３
０
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
国
が

示
す
伸
び
率
に
よ
る
試
算
を
踏
ま
え
、
前

年
度
よ
り
も
約
３
７
０
０
万
円
減
の
約
１

億
７
３
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
は
、
義
務
的
経
費
の
人
件
費

は
、
前
年
度
よ
り
も
約
６
７
０
０
万
円
増

の
約
16
億
１
６
０
０
万
円
、
扶
助
費
は
約

１
６
０
０
万
円
減
の
約
５
億
３
０
０
０
万

円
、
公
債
費
は
前
年
度
と
同
額
の
約
10
億

５
８
０
０
万
円
で
す
。
投
資
的
経
費
は
、

基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
と
農
業
の
振
興
事

業
の
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
充

実
と
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
防
災
対
策
事
業
を
行
う
た
め
、
約
20
億

９
９
０
０
万
円
増
の
約
48
億
８
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計
へ
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
な
ど
は
合
計
で

約
11
億
２
２
０
０
万
円
を
計
上
し
、
一
般

会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
お
よ
び
２
つ
の

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
当
初
予
算
案
の
合

計
で
は
、
約
１
７
０
億
７
４
０
０
万
円
で
、

前
年
度
に
比
較
し
て
15
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
、

約
22
億
３
８
０
０
万
円
の
増
で
す
。
こ
の

よ
う
な
歳
入
と
歳
出
の
見
通
し
の
中
、
一

般
会
計
の
収
支
不
足
額
は
、
前
年
度
よ
り

も
約
１
億
１
８
０
０
万
円
増
の
約
８
億
７


